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売買制度の見直しに伴う「業務規程」等の一部改正について 

 

本所は、業務規程等に関する一部改正を行い、２０２４年１１月５日から施行します

（詳細については規則改正新旧対照表をご覧ください。）。 

今回の改正は、本所が株券等の売買立会による売買に利用している東京証券取引所の売

買システムａｒｒｏｗｈｅａｄのシステム更改にあわせて、売買制度の見直しを行うため

に、所要の対応を行うものです。 

 

Ⅰ．改正概要  

 １．クロージング・オークションの導入  

・ 株券の立会市場の午後立会の売買立会終了時の売買におい

て、クロージング・オークションを導入します。ザラバ取引

の終了時（午後３時２５分）から、５分間の注文受付時間

（プレ・クロージング）を設けた後、３時３０分に板寄せを

実施します。 

・業務規程第２条第１項

第１号 

・ プレ・クロージングに板登録された注文（プレ・クロージ

ング開始時に板登録された引け条件付き注文及び不成注文を

含みます。）は、同時呼値注文として扱います。 

・業務規程第１０条第３

項第３号 

・ 売買成立可能値幅内では板寄せの条件を充足しない場合で

も、当該値幅の上限（下限）値段において約定処理の対象と

なる注文が存在する場合には、当該値幅の上限（下限）値段

を約定値段として、時間優先により約定処理を行います（特

別約定）。 

・業務規程第１２条第５

項第２号 

  

 ２．その他  

・ その他所要の改正を行います。  

 

Ⅱ．施行日 

２０２４年１１月５日から施行します。 

※ ただし、売買システムの稼働に支障が生じた場合その他やむを得ない事由により、２０２４年１１月５日から施行

することが適当でないと本所が認める場合には、同日後の本所が定める日から施行します。 

 

以 上 
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業務規程の一部改正新旧対照表 

 

新 旧 

（売買立会の区分及び売買立会時） （売買立会の区分及び売買立会時） 

第２条 本所の売買立会は、午前立会及び午後立

会に分かち、各売買立会時は、次の各号に掲げる

有価証券の区分に従い、当該各号に定めるとこ

ろによる。 

第２条 本所の売買立会は、午前立会及び午後立

会に分かち、各売買立会時は、次の各号に掲げる

有価証券の区分に従い、当該各号に定めるとこ

ろによる。 

（１） 株券（新株予約権証券及び投資信託受益証券

（投資信託の受益証券をいう。以下同じ。）を含

む。第５６条及び第５７条を除き以下同じ。） 

（１） 株券（新株予約権証券及び投資信託受益証券

（投資信託の受益証券をいう。以下同じ。）を含

む。第５６条及び第５７条を除き以下同じ。） 

午前立会は、午前９時から１１時３０分

までとし、午後立会は、午後０時３０分から

３時３０分までとする。ただし、午後３時２

５分から３時３０分まではクロージング・

オークションとし、午後３時３０分に売買

を成立させる。 

午前立会は、午前９時から１１時３０分

までとし、午後立会は、午後０時３０分から

３時３０分までとする。 

（２）・（３） （略） （２）・（３） （略） 

２ （略） ２ （略） 

  

（競争売買の原則） （競争売買の原則） 

第１０条 （略） 第１０条 （略） 

２ （略） ２ （略） 

３ 次の各号に定めるところによる呼値は、それ

ぞれ同時に行われたものとみなす。 

３ 売買立会の始めの約定値段が決定されるまで

に行われたすべての呼値及び本所が定めるとこ

ろにより売買が中断された場合の中断後最初の

約定値段が決定されるまでに行われたすべての

呼値は、それぞれ同時に行われたものとみなす。 

（１） 売買立会の始めの約定値段が決定され

るまでに行われたすべての呼値 

（新設） 

（２） 本所が定めるところにより特定の銘柄

について売買が中断された場合の中断後最

初の約定値段が決定されるまでに行われた

すべての呼値 

（新設） 

（３） 午後立会の売買立会終了時に執行する

ことを条件として行われたすべての呼値及

びクロージング・オークションにおいて行

われたすべての呼値 

（新設） 

４ （略） ４ （略） 
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新 旧 

（個別競争売買） （個別競争売買） 

第１２条 （略） 第１２条 （略） 

２～４ （略） ２～４ （略） 

５ 第３項の規定にかかわらず、第２項第３号の

約定値段を定める売買の値段が、直前の約定値

段（本所が定めるところにより気配表示が行わ

れているときは、当該気配値段）を基準として、

本所が定める値幅を超えるときの売買の取扱い

は、次の各号に掲げる場合の区分に従い、当該各

号に定めるところによる。 

５ 第３項の規定にかかわらず、第２項第３号の

約定値段を定める売買の値段が、直前の約定値

段（本所が定めるところにより気配表示が行わ

れているときは、当該気配値段）を基準として、

本所が定める値幅を超えるときは、売買を不成

立とする。 

（１） 午前立会 （新設） 

売買を不成立とする。  

（２） 午後立会 （新設） 

成行呼値及び当該値幅の限度の値段に優

先する値段の呼値を、当該値幅の限度の値

段による呼値とみなして、第３項の規定に

従って売買を成立させる。この場合におい

ては、第１０条第３項の規定は適用しない。 

 

６ 前項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる

銘柄の第２項第３号の約定値段を定める売買の

値段が、本所が定めるところにより気配表示が

行われている場合の当該直近の気配値段（気配

表示が行われていないときは、本所が定める値

段）を基準として、本所が定める値幅を超えると

きは、売買を不成立とする。 

（新設） 

（１） 株券（本所又は国内の他の金融商品取引所に

おいて上場されている銘柄を除く。）のうち新た

に上場された銘柄（本所がその都度指定する銘

柄を除く。以下「直接上場銘柄」という。）の初

値の決定前における当該直接上場銘柄 

（新設） 

（２） 事業を承継させる人的分割（分割に際し、

分割する会社の株主に承継会社又は新設会

社の株式の全部又は一部を交付する会社の

分割をいう。）が行われる銘柄（本所がその

都度指定する銘柄を除く。以下「人的分割銘

柄」という。）の当該株式の交付に係る権利

落後最初の約定値段（以下「権利落後始値」

という。）の決定前における当該人的分割銘

柄及び株式無償割当て（割当てを受ける株

（新設） 
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新 旧 

主の有する株式と割り当てられる株式の種

類が同一であるものを除く。）が行われる銘

柄であって本所がその都度指定する銘柄

（以下「株式無償割当て銘柄」という。）の

権利落後始値の決定前における当該株式無

償割当て銘柄 

  

（空売り価格規制の基準価格） （空売り価格規制の基準価格） 

第１６条 （略） 第１６条 （略） 

２ 前項第１号の規定にかかわらず、直接上場銘

柄の初値決定日並びに人的分割銘柄の権利落後

始値及び株式無償割当て銘柄の権利落後始値の

決定日における基準価格は、次の各号に定める

ところによる。 

２ 前項第１号の規定にかかわらず、株券（本所、

国内の他の金融商品取引所において上場されて

いる銘柄を除く。）のうち新たに上場された銘柄

（本所がその都度指定する銘柄を除く。以下「直

接上場銘柄」という。）の初値決定日並びに事業

を承継させる人的分割（分割に際し、分割する会

社の株主に承継会社又は新設会社の株式の全部

又は一部を交付する会社の分割をいう。）が行わ

れる銘柄（本所がその都度指定する銘柄を除く。

以下「人的分割銘柄」という。）の当該株式の交

付に係る権利落後最初の約定値段（以下「権利落

後始値」という。）及び株式無償割当て（割当て

を受ける株主の有する株式と割り当てられる株

式の種類が同一であるものを除く。）が行われる

銘柄であって本所がその都度指定する銘柄（以

下「株式無償割当て銘柄」という。）の権利落後

始値の決定日における基準価格は、次の各号に

定めるところによる。 

（１）・（２） （略） （１）・（２） （略） 

３ （略） ３ （略） 

  

付  則  

１ この改正規定は、令和６年１１月５日から施

行する。 

 

２ 前項の規定にかかわらず、この改正規定は、売

買システムの稼働に支障が生じた場合その他や

むを得ない事由により、令和６年１１月５日か

ら施行することが適当でないと本所が認める場

合には、同日後の本所が定める日から施行する。 
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業務規程施行規則の一部改正新旧対照表 

 

新 旧 

（売買の中断） （売買の中断） 

第８条 規程第１０条第３項第２号及び同第１２

条第２項第２号に規定する売買が中断された場

合とは、次の各号に掲げる場合をいう。 

第８条 規程第１０条第３項及び同第１２条第２

項第２号に規定する売買が中断された場合と

は、次の各号に掲げる場合をいう。 

（１）・（２） （略） （１）・（２） （略） 

  

（気配表示） （気配表示） 

第１１条 規程第１２条第２項第４号、第５項かっこ書

及び第６項、同第１６条第１項第１号ａかっこ書、同

第３３条かっこ書、同第３６条第１項かっこ書並びに

同別表「配当落等における空売り価格規制の基準価格

算出に関する表」の（注２）かっこ書に規定する気配

表示は、呼値に関する規則第９条に規定する特別気配

表示及び同第１０条に規定する連続約定気配表示と

する。 

第１１条 規程第１２条第２項第４号及び第５項かっ

こ書、同第１６条第１項第１号ａかっこ書、同第３３

条かっこ書、同第３６条第１項かっこ書並びに同別表

「配当落等における空売り価格規制の基準価格算出

に関する表」の（注２）かっこ書に規定する気配表示

は、呼値に関する規則第９条に規定する特別気配表示

及び同第１０条に規定する連続約定気配表示とする。 

  

（売買立会終了時の約定値段を定める売買におけ

る値幅） 

（売買立会終了時の約定値段を定める売買におけ

る値幅） 

第１２条 規程第１２条第５項及び第６項に規定

する本所が定める値幅は、次の各号に掲げる場

合の区分に従い、当該各号に定めるところによ

る。ただし、気配が変化した等のため当該値幅に

よりがたいと認められる場合の値幅は、本所が

その都度定める。 

第１２条 規程第１２条第５項に規定する本所が

定める値幅は、次の各号に掲げる場合の区分に

従い、当該各号に定めるところによる。ただし、

気配が変化した等のため当該値幅によりがたい

と認められる場合の値幅は、本所がその都度定

める。 

（１）・（２） （略） （１）・（２） （略） 

  

  

付  則  

１ この改正規定は、令和６年１１月５日から施

行する。 

 

２ 前項の規定にかかわらず、この改正規定は、売

買システムの稼働に支障が生じた場合その他や

むを得ない事由により、令和６年１１月５日か

ら施行することが適当でないと本所が認める場

合には、同日後の本所が定める日から施行する。 
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